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要          約  

 

ズワイガニ日本海系群の資源評価を、調査手法と漁業規制が異なる富山県以西のＡ海域と新

潟県以北のB海域に分けて行った。 

A海域では長期的にみると1990年代後半から資源は回復傾向にあり、2000年代に複数の豊度

が高い年級群が加入したことにより、資源水準は低位から中位に回復した。また漁獲圧も長期的

に減少傾向にあり、資源保護の観点から小さくおさえるべき若齢（ミズガニ）に対する漁獲圧も低

かった。ただし、2008年のトロール調査の結果から2009年に加入する年級群の豊度はあまり多く

は期待できない。資源の動向もこれまでは増加が続いていたが、横ばいと判断された。当面は現

状の漁獲圧の維持にとどめ、次の豊度が高い年級群の加入を待つべきであろう。ＡＢＣは現状の

Ｆの維持(Fcurrent)、親魚量の維持(Fsus)及び現状の漁獲量の維持(Cave)を想定して検討した。

Fcurrentで3,900トン、Fsusで4,600トン、Caveでは4,700トンと計算された。 

B海域では漁獲努力量の減少によると考えられる漁獲量の減少が続いている。資源水準は高

位で動向は横ばいにあり、現状の努力量よりもやや高い程度の漁獲圧であれば、現在の資源水

準の維持は可能と考えられる。平均漁獲量の維持とＦの維持を検討した結果、ＡＢＣは漁獲量の

維持で240トン、Ｆの維持で310トンと計算された。 
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A海域 

将来漁獲量（百ト

ン） 

評価（5年後） 漁獲シナリオ 

（管理基準） 

F値 

（Fcurrent 

との比較） 

漁獲

割合

% 5年後 5年平

均 

現状親

魚量を

維持

Blimitを

維持 

2009年ABC

雌雄別の

内訳 

（百トン） 

 

♂:0.17 (1.00Fcurrent) 13 － － － － * 現状の漁獲

圧の維持

（Fcurrent） 
♀:0.31 (1.00Fcurrent) 25 14～24 16 58% 100% 

39 

♂:24.1 

♀:15.0 

♂:0.20 (1.19Fcurrent) 15 － － － － * 現状親魚量

の維持（Fsus） 
♀:0.38 (1.24Fcurrent) 30 15～26 18 36% 100% 

46 

♂:28.2 

♀:17.9 

♂:0.20 (1.16Fcurrent) 15 28 28 － － * 現状の漁獲

量の維持

（Cave-3yr） ♀:0.42 (1.37Fcurrent) 32 20 20 31% 82% 

47 

♂:27.7 

♀:19.5 

コメント： 

・将来漁獲量及び評価は、雄では暫定水域内の韓国漁獲量が不明のため雌のみで行った 

・Fcurrent、Caveの期間は2005～2007年、Fsusは親魚量を2003～2006年の漁期後資源量に維持 

・ABCの計算は、海区別、雌雄別、カタガニ／ミズガニ別に行い合算した 

・将来漁獲量は2013年の漁獲量（幅は80%区間）、5年平均は2009～2013年の平均 

・1990年代後半から長期的に見ると本資源は回復傾向にあり、現在の漁獲圧は持続的である 

・年は漁期年（7月～翌年6月） 

・中期的管理方針では、「資源の維持若しくは増大を基本方向として、安定的な漁獲量を継続できるよう管理を

行うものとする」とされている。*を付した漁獲シナリオはこれと合致する。 

 

  年 資源量（百トン） 漁獲量（百トン）  Ｆ値（雌,雄） 漁獲割合（雌,雄） 

   2006      290               48           0.37, 0.17        29%, 13% 

     2007      390               49           0.24, 0.13        20%, 10% 

     2008      261 

 

 指標 値 設定理由 

Bban 未設定   

Blimit 
2002年漁期終了時の親

魚資源量 
2,500トン 

2002～2003年が資源水準の低位と中

位の境界 

2008年 2008年漁期終了時の親

魚資源量 

3,600トン  

水準：中位  動向：横ばい 
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本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり 

データセット 基礎情報、関係調査等 

資源量 トロール調査（日水研） 

自然死亡係数 

（年当たり） 

最終脱皮後1年以上経過した個体 M＝0.2 

未最終脱皮および最終脱皮後1年未満 M=0.35を仮定  

漁獲量 県別、漁法別、月別、雌雄別水揚量 

漁業・養殖業生産統計年報（農林水産省） 

韓国漁獲統計資料(URL:http://fs.fips.go.kr/main.jsp) 

全国底曳網漁業連合会資料 

漁獲努力量 

CPUE 

資源密度指数 

沖合底びき網漁獲成績報告書（日水研） 
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B 海域 
将来漁獲量 

（百トン） 

評価（5年後） 漁獲シナリオ 

（管理基準） 

F値 

（Fcurrent 

との比較） 

漁獲

割合

% 5年

後

5年平

均 

現状親

魚量を

維持 

Blimit

を維持 

 

2009年

ABC 

（トン） 

♂:0.08 (0.6Fcurrent) 6.4 * 現状の漁獲量 の維

持（Cave-3yr） ♀:0.14 (2.0Fcurrent) 10.7 

 

－

 

－ 

 

－ 

 

－ 

240 

♂:0.14 (1.0Fcurrent) 10.2 * 現状の漁獲圧の維

持（Fcurrent） ♀:0.07 (1.0Fcurrent) 5.9 

 

－

 

－ 

 

－ 

 

－ 

310 

♂:0.47 (3.48Fcurrent) 20.9 * 親魚量の確保

（F30%SPR） ♀:0.25 (3.48Fcurrent) 16.4 

 

－

 

－ 

 

－ 

 

－ 

770 

コメント： 

・B海域では加入資源量及び再生産関係が推定できないので、将来予測を行えない 

・1990年代後半から資源水準は中位もしくは高位にあり、現状の漁獲圧は資源に悪影響を与えない 

・中期的管理方針では、「資源の維持若しくは増大を基本方向として、安定的な漁獲量を継続できるよう管理を

行うものとする」とされている。*を付した漁獲シナリオはこれと合致する。 

・Fcurrentは、1998～2002年の平均値、Cave-3yrは2005～2007年の平均値 

・年は漁期年（7月～翌年6月） 

・F30%SPRは、混獲され放流された個体が生き残る割合を50%と仮定した値。0%と仮定した場合のABCは590トン 

 

   年    資源量（百トン）    漁獲量（トン） Ｆ値（雌,雄） 漁獲割合（雌,雄） 

   2006          23                  232              0.14, 0.09    11.5%, 7.8% 

  2007          20                  247(推定値)    0.11, 0.08      9.5%, 6.7% 

  2008          27 

 

 指標 値 設定理由 

Bban 未設定   

Blimit 未設定   

2008年 親魚量（2008年調査時の経産ガニ資源量） 551トン  

水準：高位  動向：横ばい 

 

本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり 

データセット 基礎情報、関係調査等 

資源量 かご調査（秋田、山形、新潟県） 

自然死亡係数 

（年当たり） 

最終脱皮後1年以上経過した個体 M＝0.2 

未最終脱皮および最終脱皮後1年未満 M=0.35を仮定  

漁獲量 県別、漁法別、月別、雌雄別水揚量 

県農林統計（月別、雌雄別統計） 

漁獲努力量 

CPUE 

資源密度指数 

沖合底びき網漁獲成績報告書（水研セ） 

小型底びき網漁獲成績報告書（水研セ） 
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１．まえがき 

ズワイガニは日本海本州沿岸における最も重要な底魚資源である。中でも石川県から鳥取県

に至る各府県の底びき網漁業にとっては、ズワイガニ漁期（11月から翌年3月）の水揚げ金額の

60%以上(2006年漁期では68.2%)をズワイガニが占めている（全国底曳網漁業連合会2007）。日本

海本州沿岸におけるズワイガニ漁業は、富山県以西のA海域と新潟県以北のB海域で異なる漁

業規制が行われている（図１）。また、両海域ではズワイガニに対する漁業の実態、漁獲統計資料

の蓄積状態及び調査方法が異なることから、Ａ海域とＢ海域を分けて資源評価を行った。このた

め、漁業の状況からABC以外の管理方策の提言までは海域別に記載した。 

 

２．生態 

（１）分布・回遊 

 

日本海における本種の分布範囲は水深200～500mのほぼ全域に及び、日本海を環状にとりま

く陸棚斜面の縁辺部および日本海中央部に位置する大和堆に広く分布する（図１）。水深500m

以深には近縁のベニズワイガニが分布し、水深500m前後を中心に、これら2種の交雑個体が見ら

れる場合がある。甲幅80mm程度以下で成熟していない個体は、雌雄による分布の差はほとんど

みられない。雌の成熟脱皮とそれに続く初産は、ごく限られた比較的浅い水深（海域によって異

なる）で集中して行われることが知られている。また、成熟後は雌雄で分布の中心となる水深が異

なり、260～300mを境にして、より浅い水深では雌ガニが、より深い水深では雄ガニが、それぞれ

卓越して分布する。ズワイガニは孵化後、約2～3ヶ月の浮遊幼生期（プレゾエア期、ゾエア期（２

期）、メガロパ期）を経て稚ガニに変態し、着底生活に入る（今 1980）。着底後の移動は主に浅深

移動で、標識放流結果から水平的に大きな移動をする例は少ないことが知られている（尾形

1974）。北海道西、本州太平洋側、オホーツク海にも分布するが漁場としての連続性がなく、評価

単位としては別系群として取り扱っている。 
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表1-1 雌雄、海域、銘柄別の資源量と漁獲量

雌雄 海域 銘柄 2005 2006 2007 2008 2009 2005 2006 2007
雄 隠岐北方及び浜田沖

カタガニ 1,905 2,382 2,670 1,483 1,363 353 493 481
ミズガニ 9,013 7,665 10,498 6,157 6,352 260 274 239

隠岐北方及び浜田沖を除く海域
カタガニ 1,956 2,064 2,467 2,388 2,389 1,158 1,332 1,414
ミズガニ 7,938 6,444 8,401 7,072 5,311 852 741 704

雄海域銘柄合計 20,812 18,555 24,037 17,099 15,414 2,624 2,840 2,838

雌
浜田沖 2,506 1,602 1,720 992 1,128 227 181 130
浜田沖を除く海域 4,531 4,673 8,110 4,351 4,769 1,596 1,763 1,954
雌海域合計 7,037 6,275 9,830 5,343 5,896 1,823 1,945 2,085

雌雄合計 27,849 24,830 33,867 22,443 21,311 4,447 4,785 4,922
海域別漁獲量をベースにしているので，実漁獲量と若干異なる。2007年度漁期の実漁獲量は4,912トン

漁獲量(トン) 漁期時点資源量（トン）

 

表1-2 雌雄、海域及び銘柄別のF値と、Fcurrentを基準とした時の2009年漁獲量

雌雄 海域 銘柄 2005 2006 2007 Ave3-yr F基準値* ABC
雄 隠岐北方及び浜田沖

カタガニ 0.21 0.23 0.20 0.21 0.21 260
ミズガニ 0.029 0.036 0.023 0.029 0.029 181

隠岐北方及び浜田沖を除く海域
カタガニ 0.90 1.04 0.85 0.92 0.92 1,438
ミズガニ 0.11 0.12 0.09 0.106 0.106 536

雄海域銘柄合計 0.13 0.17 0.13 0.14 0.17 2,414

雌
浜田沖 0.09 0.12 0.08 0.10 0.10 101
浜田沖を除く海域 0.43 0.47 0.28 0.37 0.37 1,400
雌海域合計 0.30 0.37 0.24 0.29 0.31 1,501

雌雄合計 3,915
*海域合計したＦ値は、合計した海域別ABCと資源量から計算したＦで、海域の割合が変化するとFave3-yrと一致しない。

 雄ではFave3-yr0.14に対しF基準値0.17、雌ではFave3-yr0.29に対しF基準値0.31

F 2009年Fと漁獲量

   

  

Fcurrentに基づいた2009年の漁獲量を表1-2に示した。雌雄別、海域別に計算したABCを合

計したABClimitは3,915トンで百トン未満を四捨五入して3,900トンとした。 

Fsus=0.36は雌に対するFであるので、雄を含めたABCの計算は現状のFとの比を用いた。表

1-2に示す雌のFvae-3yrは0.29である。Fsus0.36はFave-3yrの1.24倍であるので、この割合を雌

雄海域別のFave-3yrに乗じて各Fを求め、合算してABCとした。なお要約表ではFsus=0.38として

いるが、これは浜田沖と浜田沖以外の海域における資源量の配分率の問題で生じた差である。 

Cave-3yrは、表1-1に示した2005～2007年の平均漁獲量4,718トンである。 
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将来漁獲量 

（百トン） 

評価（5年後） 漁獲シナリオ 

（管理基準） 

F値 

（Fcurrent 

との比較） 

漁

獲

割

合

% 

5年後 5年平

均 

現状親

魚量を維

持 

Blimit

を維

持 

2009年

ABC 

雌雄別

の内訳

(百トン)

 

♂:0.17 (1.00Fcurrent) 13 － － － － * 現状の漁獲圧の

維持（Fcurrent） 
♀:0.31 (1.00Fcurrent) 25 14～24 16 58% 100% 

39 

♂:24.1

♀:15.0

♂:0.14 (0.80Fcurrent) 11 － － － － * 現状の漁獲圧の

維持の予防的

措置(α× 

Fcurrent） 

♀:0.25 (0.80Fcurrent) 21 13～21 14 81% 100% 

33 

♂:20.4

♀:12.4

♂:0.20 (1.19Fcurrent) 15 － － － － * 現状親魚量の維

持（Fsus） ♀:0.38 (1.24Fcurrent) 30 15～26 18 36% 100% 

46 

♂:28.2

♀:17.9

♂:0.17 (0.99Fcurrent) 13 － － － － * 現状親魚量の  

維持の予防的措

置（α×Fsus） 
♀:0.31 (0.99Fcurrent) 25 14～23 15 66% 100% 

39 

♂:24.0

♀:14.9

♂:0.20 (1.16Fcurrent) 15 28 28 － － * 現状の漁獲量の

維持（Cave-3yr） 
♀:0.42 (1.37Fcurrent) 32 20 20 31% 82% 

47 

♂:27.7

♀:19.5

♂:0.16 (0.91Fcurrent) 12 22 22 － － * 現状の漁獲量の

維持の 

予防的措置 

（α×Cave-3yr） 

♀:0.32 (1.05Fcurrent) 26 16 16 60% 97% 

38 

♂:22.1

♀:15.6

コメント： 

・将来漁獲量及び評価は、雄では暫定水域内の韓国漁獲量が不明のため雌のみで行った 

・Fcurrent、Caveの期間は2005～2007年、Fsusは親魚量を2003～2006年の漁期後資源量に維持 

・ABCの計算は、海区別、雌雄別、カタガニ／ミズガニ別に行い合算した 

・将来漁獲量は2013年の漁獲量（幅は80%区間）、5年平均は2009～2013年の平均 

・1990年代後半から長期的に見ると本資源は回復傾向にあり、現在の漁獲圧は持続的である 

・αは0.8とした 

・年は漁期年（7月～翌年6月） 

中期的管理方針では、「資源の維持若しくは増大を基本方向として、安定的な漁獲量を継続できるよう管理を

行うものとする」とされている。*を付した漁獲シナリオはこれと合致する。 

 

 

（5）ABCの再評価 

評価対象年 

（当初・再評価） 

管理基準 資源量 

（百トン） 

ABClimit 

（百トン） 

ABCtarget 

(百トン） 

漁獲量

(百トン) 

2007年（当初） Fcurrent 345 56 46  

2007年（2007年再評価） Fcurrent 393 64 53  

2007年（2008年再評価） Fcurrent 393 64 53 49 

2008年（当初） Fcurrent 384 62 52  

2008年（2008年再評価） Fcurrent 261 43 36  
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これらの規制措置は、YPRやSPR計算で認められたように混獲回避や成長乱獲の防止にとって

有効な方策であり、総量規制としてのTAC管理に加え質的な面での資源管理方策として高く評

価されるべきものと考えられる。 

 

（２）その他 

  ズワイガニは雌雄別、また最終脱皮後の年数によって異なる漁業規制が行われており、将来的

にはABCやTACの設定も個別に行うことが考えられる。 

日韓暫定水域が存在し、韓国船も同一資源を利用しているが詳細は不明であり、資源評価及

び管理は日韓共同で行う必要がある。 
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ついては、資源の維持若しくは増大を基本方向として、安定的な漁獲量を継続できるよう、管理を

行うものとする。」とあり、資源量を維持しつつ安定的な漁獲量を確保することを目標に漁獲シナリ

オ

(Fcurrent)、親魚量の確保(30%SPR)及び現状の漁獲量

の

る年を1998年から2002年までの５年間の平均とした。(Fave1998

～

の平均値とした。こ

れらの計算を雌雄別々に行い、合算してABCを求めた（補足説明資料３）。 

ABC=N(2009)×(1-Exp(-F基準値))×Bw 

ある。得られたABCはFcurrentを用いた場合312トンで10ﾄﾝ

未

ntと同様にABCを求めた。計算されたABCは773トンで10ﾄﾝ未満

を四捨五入して770トンとした。 

及び資源量の今後の推移 

漁獲シナリオ  獲 ト

を検討した。 

 漁獲シナリオとしては、現状のＦの維持

維持(Cave-3yr)を想定して検討した。 

Fcurrentについては、1990年代後半以降資源水準は概ね高位で推移しているが、漁獲量は

減少から横ばい傾向を示しており、1990年代以降のFであれば資源水準の維持が期待できる。

計算できるFは調査が開始後の1998年以降に限られるが、最近５年間の雄のFはさらに低下して

いる。そこでFcurrentとして用い

2002年、雌0.07、雄0.14)。 

2009年の資源量(N(2009))は、現状の資源状態が継続すると仮定し、直近５年間（2004年から

2008年）の調査で得られた資源量から逆算した2003～2007年漁期前資源量

 

 

 

 Bwは平均体重(雄522g、雌177g)で

満を四捨五入して310トンとした。 

親魚量の確保(30%SPR)では、混獲死亡率0.5とした時のF=0.25を用いた。雄に対しては、上記

の雌のFcurrent(F=0.07)と30%SPR(F=0.25)との割合を、雄のFcurrent(F=0.14)に乗じて雄の

30%SPR(F=0.47)を求め、Fcurre

 

漁獲シナリオによる漁獲量

漁 量（千 ン） 

 管理基準 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 
現在の漁獲量

,♀0.14） 247 240 240 － － － － の維持 

Cave-3yr 

（F=♂0.08

現在の漁獲圧

，♀0.07） 247 240 310 の維持 

Fcurrent 

（F=♂0.14 － － － － 

産卵親魚の

確保 =♂0.47，♀0.25） 247 240 77
－ － － － F30%SPR 

（F 0 

  源 ト資 量（千 ン）  

 管理基準 2 2011 2012 2013 2007 2008 2009 010

現在の漁獲量

,♀0.14) 
2000 2700 2700 － － － － 

の維持 

Cave-3yr 

(F=♂0.08

現在の漁獲圧

♀0.07) 
2000 2700 2700 － － － － 

の維持 

Fcurrent 

(F=♂0.14,

産卵親魚の

確保 (F=♂0.47,♀0.25) 
2000 2700 2700 － － － － 

F30%SPR 

注：資源量は調査（７月）時点。加入量及び再生産関係が推定できないので将来予測は不可能 

（３

置として、一定の係数α=0.8を掛けたFまたは漁獲量で漁獲し

た場合に付いても表に示した。 

 

）加入量の不確実を考慮した検討、シナリオの評価 

各シナリオに対しその予防的措
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将来漁獲量

（百トン） 

評価（5年後） 漁獲シナリオ 

（管理基準） 

F値 

（Fcurrent 

との比較） 

漁獲

割合

% 5年

後 

5年

平均

現 状 親

魚 量 を

維持 

Blimit

を維

持 

 

2009年

ABC 

（トン） 

♂:0.08 (0.6Fcurrent) 6.4 * 現状の漁獲量 の維

持（Cave-3yr） ♀:0.14 (2.0Fcurrent) 10.7 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

240 

♂:0.06 (0.5Fcurrent) 5.2 * 現状の漁獲量 の維

持の予防的措置 

（α×Cave-3yr） 
♀:0.11 (1.6Fcurrent) 8.8 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

190 

♂:0.14 (1.0Fcurrent) 10.2 * 現状の漁獲圧の維

持（Fcurrent） ♀:0.07 (1.0Fcurrent) 5.9 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

310 

♂:0.11 (0.8Fcurrent) 8.4 * 現状の漁獲圧の維

持の予防的措置 

（α×Fcurrent） 
♀:0.06 (0.8Fcurrent) 4.8 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

250 

♂:0.47 (3.48Fcurrent) 20.9 * 親魚量の確保

（F30%SPR） ♀:0.25 (3.48Fcurrent) 16.4 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

770 

♂:0.38 (2.78Fcurrent) 18.2 * 親魚量の確保の予

防的措置（α×

F30%SPR） ♀:0.20 (2.78Fcurrent) 13.9 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

640 

コメント： 

・B海域では加入資源量及び再生産関係が推定できないので、将来予測を行えない 

・1990年代後半から資源水準は中位もしくは高位にあり、現状の漁獲圧は資源に悪影響を与えない 

・中期的管理方針では、「資源の維持若しくは増大を基本方向として、安定的な漁獲量を継続できるよう管理を

行うものとする」とされている。*を付した漁獲シナリオはこれと合致する。 

・Fcurrentは、1998～2002年の平均値、Cave-3yrは2005～2007年の平均値 

・αは0.8とした 

・年は漁期年（7月～翌年6月） 

・F30%SPRは、混獲され放流された個体が生き残る割合を50%と仮定した値。0%と仮定した場合のABCは590トン 

 

 

（4）ABCの再評価 

評価対象年 

（当初・再評価） 

管理基準 資源量 

(百トン) 

ABClimit 

（トン） 

ABCtarget 

（トン） 

漁獲量 

（トン） 

2007年（当初） Fcurrent 23 300 240  

2007年（2007年再評価） Fcurrent 20 270 220  

2007年（2008年再評価） Fcurrent 20 270 240 240 

2008年（当初） Fcurrent 20 270 220  

2008年（2008年再評価） Fcurrent 27 310 250  

2007年の漁獲量は推定値 

 

６．ABC以外の管理方策の提言 

 B海域の資源水準は高位にあり、A海域に比べてB海域ではFが低いと考えられることから、漁獲

圧には問題は無い。しかし親魚量の確保の面からは、A海域では禁漁とされている初産ガニ（ア

カコ）の漁獲がB海域では認められており、初産ガニの漁獲の可否についても論議が必要と思わ

れる。 
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付表１ 日本海におけるズワイガニ漁獲量（北海道西を除く、Ａ海域は農林統計、Ｂ海域は県統計、暦年）
年 B海域 A海域 日本合計 韓国 年 B海域 A海域 日本合計 韓国

1954年 396 8,573 8,968 1981年 802 4,187 4,989 125
1955年 338 8,501 8,839 1982年 804 3,529 4,333 73
1956年 383 7,721 8,104 1983年 691 3,577 4,268 183
1957年 527 9,079 9,606 1984年 624 3,015 3,639 6
1958年 719 10,274 10,993 1985年 600 2,932 3,532 14
1959年 820 10,039 10,859 1986年 539 2,591 3,130 9
1960年 812 12,468 13,280 1987年 517 2,096 2,613 4
1961年 958 12,041 12,999 1988年 453 1,929 2,382 10
1962年 1,010 13,841 14,851 1989年 384 1,863 2,247 3
1963年 1,038 14,568 15,606 1990年 297 1,806 2,103 3
1964年 908 14,600 15,508 1991年 291 1,691 1,982 2
1965年 823 10,228 11,051 271 1992年 326 1,621 1,947 11
1966年 826 9,641 10,467 403 1993年 386 1,880 2,266 94
1967年 827 9,275 10,102 756 1994年 355 2,424 2,779 98
1968年 661 10,811 11,472 435 1995年 308 2,490 2,798 79
1969年 548 11,194 11,742 253 1996年 322 2,631 2,953 133
1970年 616 14,234 14,850 247 1997年 328 2,938 3,266 815
1971年 572 12,172 12,744 494 1998年 270 3,282 3,552 459
1972年 514 12,056 12,570 132 1999年 280 3,415 3,695 1,134
1973年 588 8,205 8,793 355 2000年 267 3,521 3,788 756
1974年 501 6,434 6,935 340 2001年 246 3,501 3,747 1,001
1975年 481 4,767 5,248 100 2002年 241 3,735 3,976 896
1976年 540 4,308 4,848 9 2003年 252 4,155 4,407 1,889
1977年 708 4,619 5,327 144 2004年 244 4,698 4,942 2,605
1978年 765 4,367 5,132 228 2005年 197 4,121 4,318 3,240
1979年 716 4,424 5,140 155 2006年 252 4,854 5,106 4,062
1980年 735 4,035 4,770 193 2007年 239 4,963 5,202 4,817

*2007年の日本の漁獲量は概数値  
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（2）計算結果 

2008年のトロールによる資源量推定結果を示す。 

補足表 2-1 2008年のトロール調査で推定された現存尾数（単位：千尾）
雌雄（状態 齢期 浜田沖 隠岐周辺 隠岐北方 但馬沖 若狭沖 加賀沖 能登沖 合計
雄（最終脱 ６齢 248 26 398 167 231 82 149 1,302

７齢 2,000 174 932 267 174 165 415 4,127
８齢 1,126 407 1,920 1,652 755 105 307 6,273
９齢 1,642 868 8,725 902 1,317 644 435 14,534

１０齢 2,382 1,630 9,323 1,380 3,829 1,427 789 20,759
１１齢 2,413 2,252 9,983 1,466 2,413 1,505 886 20,917
１２齢 1,681 2,403 2,043 1,535 1,580 1,184 443 10,870

雄（最終脱 １０齢+ 181 14 169 39 137 40 59 639
１１齢+ 659 123 418 81 186 237 204 1,907
１２齢+ 844 487 384 318 145 196 488 2,861
１３齢+ 740 947 564 740 298 224 60 3,573
雄合計 13,917 9,332 34,859 8,546 11,066 5,809 4,235 87,763

雌 ６齢 150 22 103 136 263 75 134 884
７齢 1,866 206 932 196 110 123 433 3,866
８齢 1,296 492 1,548 1,443 619 123 431 5,953
９齢 1,105 1,258 7,384 996 806 451 451 12,451

初産(10齢) 2,576 2,709 7,236 1,976 1,654 1,444 1,132 18,728
経産(11齢+） 6,094 10,210 13,688 1,520 581 260 459 32,812

雌合計 13,087 14,897 30,891 6,268 4,034 2,475 3,041 74,693
雌雄合計 27,003 24,229 65,749 14,814 15,100 8,285 7,275 162,455  

 

甲幅組成を齢期別に変換する際には、下記補足表 2-3に従って分割した。計算された現存尾

数は、雄が88×10^６尾、雌が75×10^6尾であった。資源重量を求める時には、雄の場合、甲幅

90mm以上を漁獲対象資源として、補足表 2-4 により変換した。雌の場合は平均体重を177gとし

て用いた。 

計算で得られた調査時点の漁獲対象資源量は、雄9.2千トン、雌5.8千トンである。 

補足表 2-2 2008年のトロール調査で推定された現存重量（トン）
雌雄（状態） 浜田沖 隠岐周辺 隠岐北方 但馬沖 若狭沖 加賀沖 能登沖 合計

雄(甲幅90mm以上） 1,745 2,033 1,760 1,418 1,016 792 465 9,229
雌（経産） 1,079 1,807 2,423 269 103 46 81 5,808  

 

補足表 2-3 切断法による脱皮 補足表 2-4 重量変換に用いた体重(
齢期区分に用いた甲幅(mm) １１齢* １２齢 １３齢

以上 未満 カタガニ 265 423 858
６齢 16 22 ミズガニ 249 392 782
７齢 22 30 最終脱皮後１年以上がカタガニ
８齢 30 40 11齢は90mm以上に対して
９齢 40 54 経産ガニ（クロコ）=177g
１０齢 54 72
１１齢* 72 94
１２齢 94 124
１３齢 124
*11齢のうち90mm以上の割合は12％  

 

２．A海域のFと2009年推定資源量の計算方法 

 計算は雌雄別に、また海域によって資源の利用状況が異なるので、雌の場合は浜田沖と、浜田

沖を除く２つの海域、雄では浜田沖と隠岐北方、これらを除く海域の２つに分けて行った。 
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小型の個体の方がトロール網の目合いから逸脱するなど大型の個体よりも漁獲効率が低いこと

が考えられるので、初産ガニと経産ガニの漁獲効率の差を調節するαを係数として与えた。αの

計算方法を下記に記す。 

調査で推定されたｔ年の経産ガニの個体数は、t-1年の経産ガニが漁獲されずに生き残った個

体数と、t-1年の初産ガニが加入した個体数の合計である。t-2年も同様であり下記の式に1999年

から2006年までの経産ガニと初産ガニの資源個体数を代入し、２年後の経産ガニの推定値を求

め、実際の調査で観測された経産ガニの資源個体数と最も当てはまりの良い係数を探索して求

めた。 
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Ｎ’ｆａ,ｔはt年5-6月の調査で推定された雌の経産ガニ（クロコ）の資源個体数 

Ｃｆ、ｔはt年漁期の漁獲個体数（クロコ） 

Ｎ’ｆｂ,tはt年5-6月の調査で推定された初産個体数（アカコ） 

αは上記計算によって求めたＮ’ｆａ,ｔと、実際の調査で観測されたＮ’ｆａ,ｔの差を最小にする係数

(1.26) 

 

（ｂ）雄 

 (ア)雄の場合、最終脱皮前と最終脱皮後ではMと漁期が異なり、漁獲量も別個に集計されるので、

別々に各年の漁期時点の資源量とFを下記の式によって求めた。 

 最終脱皮後のカタガニについては漁期開始を12月として、 

)}/(1{
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ここで， 

Ｂma,tはｔ年の漁期開始時点での最終脱皮後の雄の資源重量（カタガニ） 

Ｎ’ma,t,12ageはｔ年の調査で推定された最終脱皮後の12齢の資源尾数 

Ｎ’ma,t,13ageは          〃            13齢の資源尾数 

M3は最終脱皮後１年以上の個体の月あたりの自然死亡係数（M3＝0.2/12） 

BWma,12ageは最終脱皮後１年以上経過した12齢の平均体重(423g) 

BWma,13ageは               〃         13齢の平均体重(858g) 

Ｃma,tはｔ年の最終脱皮後１年以上経過した漁獲物（カタガニ）重量 

 

最終脱皮前または最終脱皮後１年未満の雄（ミズガニ）については漁期開始を翌年2月とし、調査

から漁期の間に脱皮が生じるので１齢上の体重を乗じた。 
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ここで， 

Ｂmb,tはｔ年の漁期開始時点での最終脱皮前または最終脱皮後１年未満の雄の資源重量（ミズガ

ニ） 

Ｎ’mb,t,11ageはｔ年の調査で推定された最終脱皮前の11齢の資源尾数 

Ｎ’mb,t,12ageは             〃         12齢の資源尾数 

M4は最終脱皮前または最終脱皮後１年未満月あたりの自然死亡係数（M4＝0.35/12） 

BWmb,12ageは最終脱皮前または最終脱皮後１年未満の12齢の平均体重(392g) 

BWmb,13ageは                       〃            13齢の平均体重(782g) 

Ｃmb,tはｔ年の最終脱皮前または最終脱皮後１年未満の漁獲重量（ミズガニ） 

 

（イ）2009年漁期の雄の資源量は、韓国の漁獲量が不明のため雌と同様の計算ができない。また

暫定水域がある浜田沖と隠岐北方を除いた海域においても、最終脱皮後の13齢が過大に推定さ

れてしまう（平成17年度資源評価報告書、ズワイガニ日本海系、補足説明資料３）。そこで漁獲量

を用いずトロール調査の齢期組成から求めた最近３年間の各齢期の平均生残率が、2008年から

2009年の生残率と同等と仮定して、2008年の調査時点の齢期別資源量から2009年の調査時点

の齢期別資源量を計算し、調査から漁期までの自然死亡を与えることにより、2009年漁期の雄の

資源量を求めた。 
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ここで、 

Ｎ’ma,2009,ageは2009年5-6月調査時の最終脱皮後の齢期別資源尾数 

Ｎ’mb,2009,ageは      〃       最終脱皮前の   〃 

Ｎ’ma,2008,ageは2008年5-6月調査時の最終脱皮後の齢期別資源尾数 

Ｎ’mb,2008,ageは      〃       最終脱皮前    〃 

Sma,Ave3yr,ageは最近３年の最終脱皮後個体の齢期別生残率 

Smb,Ave3yr,ageは   〃  最近最終脱皮前個体の       〃 

Sma,t,ageはｔ年の最終脱皮後個体の生残率 

Smb,t,ageは 〃 最終脱皮前   〃 

Ｎ’ma,t,ageはｔ年の調査で推定された最終脱皮後の齢期別資源尾数 

Ｎ’mb,t,ageは      〃       最終脱皮前    〃 

ｒageは齢期毎の最終脱皮割合 
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補足表4-1 暫定水域内外におけるズワイガニ雄の齢期別漁獲尾数 １２齢から漁獲対象

海域 ６齢 ７齢 ８齢 ９齢 １０齢 １１齢 １２齢 １３齢
日本ＥＥＺ（暫定水域を除く）

最終脱皮後
浜田沖 0 0 0 0 125 833 1,424 1,066
隠岐北方 0 0 0 0 25 83 139 231

最終脱皮前
浜田沖 306 1,175 853 2,387 4,615 6,297 3,598 0
隠岐北方 123 570 634 1,248 1,186 1,489 837 0

暫定水域内
最終脱皮後

浜田沖 0 0 0 0 20 71 52 32
隠岐北方 0 0 0 0 23 133 31 1

最終脱皮前
浜田沖 88 248 172 256 656 489 109 0
隠岐北方 110 369 950 1,809 1,745 1,065 58 0  

 

調査で漁獲されたズワイガニ雄の齢期別尾数を補足表4-1に示す。この値を基に暫定水域内

と暫定水域外の日本EEZ内のFの試算を行った。 

前提としたのは、①暫定水域内外の移動は無い、②加入量と漁獲圧は一定の平衡状態、③加

入量は最終脱皮前の11齢、既加入量は12齢以上とした。計算結果を補足表4-2に示す。 

補足表4-2 加入量と漁獲圧を一定、移動無しと仮定した場合の試算結果
日本EEZ（暫定水域を含まず）
海域 既加入群 新規加入群生残率 Ｓ 全減少Z F(M=0.35) F(M=0.20)
浜田沖 6,088 6,297 0.49 0.71 0.36 0.51
隠岐北方 1,207 1,489 0.45 0.80 0.45 0.60
合計 10,593 10,703 0.50 0.70 0.35 0.50

暫定水域内
海域 既加入群 新規加入群生残率 Ｓ 全減少Z F(M=0.35) F(M=0.20)
浜田沖 193 489 0.28 1.26 0.91 1.06
隠岐北方 90 1,065 0.08 2.55 2.20 2.35
合計 283 1,555 0.15 1.87 1.52 1.67  

 

調査においては、最終脱皮後の個体が前年に最終脱皮したか、それ以前に最終脱皮したか

区別ができないので、真の生残率を求める事はできない。そこで、Mは0.35の場合と0.2の場合で

Fを求めた。得られた結果は、隠岐北方の場合、暫定水域内のFは2.20～2.35の値となり、暫定水

域外の0.45～0.60を大きく上回るものであった。 

この計算は試算の域にあり、多くの仮定を含むものではあるが、少なくとも暫定水域内では甲

幅90mm以上の個体が殆ど認められない事、1999年以降事実上日本は暫定水域内では漁業を

行っていない事から、暫定水域内での韓国の漁獲圧は極めて大きいものと推測される。 
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